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国

際

結

婚

夫

婦

の

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
に

お
け

る
言
語

能

力

の
役

割

〈要
旨

〉

国
籍
及
び
文

化
背
景

が
異

な
る
者

同
士

の
婚
姻
を

「
国
際
結
婚
」
と
定
義

し
、

一
方

は

日
本
人

で
も
う

}
方

は
外
国
人

で
あ

る
夫
婦
を
調
査

対
象
と

し
、
こ
れ
ら

の
国
際
結

婚
夫

婦

の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
に
お
け

る
言

語
能
力

の
役
割
を

、
筆

者
が

一り
Φ
刈
年

に

行

っ
た
調
査
か

ら
得
ら

れ
た
デ
ー

タ
を

用

い
て
分
析

し
た
。
因
子
分

析
で
国
際
結
婚
家

庭

の
夫
婦
間

コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
は
、

7
つ
の
因
子
が
存
在

し
て

い
た

こ
と
が
わ

か

っ
た
。

こ
れ

ら

の
因
子

は

「
夫

の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

の
率
直
さ
」
、
「
妻

の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

の
率
直

さ
」
、
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
摩
擦
」
、

「夫

の
コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン
の
情

緒
的
効
果
」
、
「
妻

の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
の
量
と
質
」
、
「
夫

の
言

語

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

へ
の
認
識
」
と

「
妻

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
の
情
緒
的
効

果
」

で
あ

る
。
言

語
能
力

は
夫

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
率
直
さ
、
妻

の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン
の
量
と
質

、
夫

の
言
語

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

へ
の
認
識
及
び

妻
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

の
情
緒
的
効
果
に
影
響
を
与
え

て

い
る
。

施

利

平

キ
ー
ワ
ー
ド

国
際
結
婚
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
、
言
語
能
力
、
摩
擦
、
理
解
ど

共
感
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は
じ
め
に

一
九
八
五
年
以
降
日
本
国
籍
の
者
と
外
国
国
籍
の
者
と
の
婚
姻
が
急
増
し
て

い
る
。
そ
の
数
は

一
九
九
六
年
に
は
二
八
三
七
二
件
と
過
去
最
高
の
件
数
と
な

り
、

一
〇
〇
組
の
う
ち
の
三

・
六
組
が
国
際
結
婚
と

い
う
こ
と
に
な

っ
た

、(厚

生
省
大
臣
官
房
統
計
調
査
部
、

一
九
九
七
)。
更
に
今
後
も
国
際
結
婚
が
増
加
す

る
と
予
測
さ
れ
る
。

本
稿
で
は

「国
際
結
婚
」
を
、
国
籍
及
び
文
化
的
背
景
が
異
な
る
者
同
士
の

婚
姻
で
あ
る
と
定
義
し
、
以
下
の
こ
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
第

一
は
国
際
結
婚

夫
婦

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二

は
夫
婦
間
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
夫
婦
の
言
語
能
力
に
影
響
さ
れ
る
か
を

検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。

国
際
結
婚
夫
婦
に
と

っ
て
は
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
重
要
な
事
柄
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
国
籍
を
同
じ
く
す
る
夫
婦
で
も
、
夫
婦
間
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
夫
婦
関
係
の
改
善

・
強
化

・
結
婚
の
満
足
度
を
規
定
す
る
大
き
な
要
因

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る

(木
田
、

一
九
八

七
/
近
藤
、

一
九
九
入
)
。
ま
し
て
、
結
婚
す
る
ま
で
異
な

っ
た
文
化
背
景
で
生

ま
れ
育
ち
、
違

っ
た
言
葉
、
習
慣
及
び
異
な

っ
た
思
考

・
行
動
様
式
を
持

っ
て

い
る
男
女
が
夫
婦
と
な
り
、
家
庭
生
活
を
営
ん
で
行
く
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
問
題
を
抜
き
に
は
結
婚
生
活
が
で
き
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
結
婚

に
つ
い
て
の
研
究
で
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
は
少

な
い
が
、
国
際
結
婚
夫
婦
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(力
o
窪

一8
互

一
Φ
。。
◎。
…

ζ
餌
蒔
o舞

一Φ
刈
S
ボ
ス
バ
ー
グ
、

一
九
八
九
)
。
国
際
結
婚
夫
婦
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
困
難
に
し
て
い
る
要
因
を
大
き
く
分
け
る
と
、
二
つ
あ
る
。
言
語

能
力
の
不
足
と
価
値
シ
ス
テ
ム
や
習
慣
な
ど
の
異
な

っ
た
文
化
背
景
か
ら
生
じ

る
相
手
文
化

へ
の
理
解
不
足
で
あ
る

(鍋
倉
、

一
九
九
〇
/
ボ
ス
バ
ー
グ
、

一

九
八
九
/
箕
浦
、

一
九
八
七
)
。

石
川

(
一
九
九
二
)
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
文
化
も
習
慣
も
異
な

っ
た
国
で

生
き
て
き
た
二
人
が

一
つ
の
家
庭
を
作
り
上
げ
て
い
く
段
階
で
,
言
葉
は
不
可

欠
な
要
素
で
あ
る
。
夫
婦
間
の
言
葉
の
や
り
と
り
、
即
ち
言
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
意
志
疎
通
と
感
情
交
流
及
び
相
違
調
整
が
果
た
さ
れ
る
た
め
、

言
語
能
力
が
高
け
れ
ば
、
言
語
能
力
の
不
足
か
ら
生
じ
る
困
難
を
減
ら
す
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
言
語
能
力
が
直
接

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る

だ
け
で
は
な
く
,

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
影
響
を
及
ぼ
す
文
化
的
及
び
社
会

的
な
要
素

へ
の
理
解
を
高
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
,
国
際
結
婚
家
庭
の
夫
婦
間

コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
二
つ
目
の
困
難
も
減
ら
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、

国
際
結
婚
家
庭
夫
婦
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
言
語
能
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
と
予
測
で
き
る
。

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
国
際
結
婚
夫
婦
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
や
質
、

様
式
な
ど
の
諸
側
面
を
調
べ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
れ
ら
の
側
面
が
言

語
能
力
に
影
響
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
本
研
究
は
こ
れ

ま
で
の
研
究
の
欠
如
を
補
う
と
同
時
に
、
国
際
結
婚
家
庭
に
お
け
る
夫
婦
間
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
役
た
て
ば
と
い
う
目
的
で
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。
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1

研
究
の
方
法

1
-
1

調
査

の
概
要

研
究
の
目
的
に
合
わ
せ
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態
と
構
造
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
影
響
す
る
社
会

的
要
因
と
夫
婦

の
婚
姻
満
足
度
と

い
う
、

三
点
を
調
べ
る
質
問
紙
調
査
を
行

っ
た
。

調
査
対
象
は
、
現
在
日
本
で
結
婚
生
活
を
送

っ
て
い
る
日
本
人
と
外
国
人
と

の
夫
婦
で
あ
る
。
「国
際
結
婚
を
考
え
る
会
」
【、〉、
大
阪
府
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

及
び
大
阪
府
の
い
く

つ
か
の
日
本
語

教
室
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
協
力

を
得
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員

(又
は
参
加
者
)
及
び
そ
の
配
偶
者
に
質
問
紙
調
査

を
依
頼
し
た
。
調
査
は

一
九
九
七
年

七
月
か
ら
質
問
紙
を
配
布
し
、
九
月
ま
で

回
収
し
た
。

調
査
方
法
は
郵
送
法
で
あ
り
、
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
た
。
質
問
内
容
を
よ

り
よ
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

日
本
語
版
、
英
語
版
及
び
中
国
語
版
の
三

種
類
の
質
問
紙
を
用
意
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夫
婦
に

一
・番
得

意
な
言
語
を
選
択
し
、

回
答
し
て
も
ら

っ
た
。

な
お
、
夫
と
妻
の
意
識
の
違

い
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
考
慮
し
、
同
じ
内
容
の

質
問
紙
に
、
別
々
に
答
え
て
も
ら
い
、
別
々
に
返
信
す
る
よ
う
、
回
答
者
夫
婦

に
依
頼
し
た
。
夫
と
妻
の
質
問
紙
が
別
々
の
封
筒
で
返
信
さ
れ
、
更
に
夫
と
妻

の
質
問
紙
が
揃

っ
た
も
の
を

一
ペ
ア
と
し
て
有
効
な
標
本
と
見
な
し
た
。

質
問
紙
の
配
布
数
は
三
八
九
ペ
ア

で
回
収
率
は
二
四
%

(九
五
ペ
ア
)
で
あ

つ
た
。
こ
の
回
収
数
と
回
収
率
は
①
夫
だ
け
又
は
妻
だ
け
の
単
独
の
標
本
、
②

外
国
人
側
配
偶
者
は
日
本
で
生
ま
れ
、
日
本
で
教
育
を
受
け
た
在
日
外
国
人
、

③
外
国
在
住
の
者
を
除

い
た
も
の
で
あ
る
。

1
-
2

デ
ー
タ
の
特
性

有
効
回
答
九
五
ペ
ア
の
夫
婦
の
内
、
夫
と
妻
の
国
籍
が
日
本
も
入
れ
て
一一ニ

ケ
国
に
わ
た
り
、
国
籍
の
分
布
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。
九
五
ペ
ア
の
夫

婦
の
国
籍
関
係
の
タ
イ
プ

(、〉は
、
妻
日
本
人

・
夫
欧
米
人
の
夫
婦
が
三
八
ペ
ア

で
最
も
多
く
、
妻
日
本
人

・
夫
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ

・
南
米
人
の
夫
婦
が
二
五

ペ
ア
存
在
す
る
。
夫
日
本
人

・
妻
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ

・
南
米
人
の
夫
婦
が
二

七
ペ
ア
、
夫
日
本
人

・
妻
欧
米
人
夫
婦
が
も

っ
と
も
少
な
く
五
ペ
ア
の
み
で
あ

る

〔、)。
年
齢
に
関
し
て
は
夫
が
三
〇
歳
代
と
四
〇
歳
代
に
集
中
し
、
妻
が
二
〇

歳
代
か
ら
四
〇
歳
代
に
集
中
し
て
い
る
。
夫

の
年
齢
は
レ
ン
ジ
ニ
三
-
七
六
、

予

恥
O
.刈
、

ω
0
11
一
〇
●O
で

、

妻

の
年

齢

は

レ

ン
ジ

ニ

四

i

七

七

、

㎞↑

ω
①
・α
、

ω
∪
11
㊤
・。。
で
あ

る
。

夫

の
学

歴

は

、

中
学

・
高

校

卒

一
五

・
八
%

、

短
大

卒

・
大

学

中

退

一

一

・
六

%
、

大

学

卒

三

三

・
七

%

、

大

学

院

三

五

・
八

%

で
、

妻

の

学

歴

は

中
学

・
高

校

卒

二

一

・
○

%
、

短

大

卒

・
大

学

中

退

二
六

・
三

%
、

大

学

卒

四

〇

・
○

%

、
大

学

院

一
二

・
六

%
と

、

夫

婦

と

も

全

般

的

に
学

歴

が

高

い
。
夫

の
職

業

は
、

常

用

被

雇

用

者

四

六

・
四
%

、
自

営

業

・
自

由

業

四
九

・

四

%

、
無

職

四

・
二
%

で
あ

り

、

妻

の
職
業

は

、

常

用
被

雇
用

者

=

・
六

%

、

自

営
業

・
自

由

業

四

二

・
一
%
、

専

業

主

婦

四

六

・
三

%

で
あ

っ
た

。

結

婚

期

間

は

五
年

未

満

が

四

二

・
一
%

で
最

も
多

く

、

五

年

以

上

一
〇
年

未

満

の
夫

婦

は

二

五

・
三

%

で
あ

り

、

両

者

の
数

を

合

わ

せ

る

と

、

九

五

組

の
中

の
半

数

以

上

を

占

め

る

。

(
結

婚

期

間

が

レ

ン

ジ

一
ー

五

」
、
罅
11
P
ω
、

ω
∪
"
一
〇
b
で

あ
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る

)
。

1
-
3

分
析
方
法

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
因
子
分
析
を
用

い
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
が
ど
ん
な
側
面
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る

か
を
明
ら
か
に
し
、
国
際
結
婚
家
庭
に
お
け
る
夫
婦
間
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
特
徴
及
び
夫
と
妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
異
同
を
究
明
し
た
。
次

に
、

夫
婦
の
言
語
能
力
が
夫
婦
間
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
影
響
を
与
え
て
い
る
か
、

も
し
与
え
て
い
る
の
な
ら
ば
夫
婦
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
言
語
能
力
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
を
検

証
す
る
た
め
に
、
従
属
変
数
と
し
て
夫
婦
間

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
で
抽
出
し
た
七
因
子
を
用
い
、
こ
れ
ら
と
独
立

変
数
で
あ
る
夫
と
妻

の
言
語
能
力

(二
変
数
)
と
の
組
み
合
わ
せ
合
計

一
四
パ

タ
ー
ン
に
関
し
て

一
元
配
置
の
分
散
分
析
を
行

っ
た
。

2

夫

婦
間

コ
ミ

ュ
一
一ケ

ー
シ

ョ
ン
の
構
造

2
1
1

分
析
に
使
わ
れ
る
質
問

項
目
の
内
容
と
尺
度

夫
婦
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
構
造
の
分
析
に
使
わ
れ
る
質
問
項
目
の
内
容

と
尺
度
を
ま
と
め
た
も
の
は
表

二
で
あ
る
。

2

-

2

因

子

パ

タ

ー

ン
と

解

釈

次

に

、
以

上

の
質

問

項

目

を

用

い
て

、

夫
婦

間

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン

の
構

造

を

听

ら

か

に

し
た

。
分

析

に
用

い
た

の
は
統

計

パ

ッ
ケ

ー
ジ

(ω
℃
ω
ω
<
①
b
・一
)

で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
以
上
の

一
四
の
質
問
項
目
を
.用
い
、
な
お
、

夫
と
妻

の
意
識
の
違

い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
の
違
い
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
予
想
し
、
さ
ら
に
夫
婦
の
婚
姻
満
足
度
は
夫
婦
相
互
の
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
夫
婦
ペ
ア
の
分

析
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
主
因
子
法
に
よ
る
因
子
分
析
を
行
い
、
固
有

値

一
以
上
の
因
子
七
個
を
選
択
し
た
。
因
子
数
を
六
な
い
し
八
に
指
定
し
て
分

析
も
行

っ
た
が
、
七
因
子
の
時
の
因
子
解
釈
は
最
も
良

い
も
の
で
あ

っ
た
た
め
、

以
下
本
研
究

で
は
七
因
子
を
採
用
し
た
。
こ
の
七
因
子
の
累
積
寄
与
率
は
六

九

・
七
%
で
、
説
明
力
は
か
な
り
大
き

い
。
次
に
因
子
解
を
解
釈
し
や
す

い
も

の
と
す
る
た
め
に
、
斜
交
回
転
を
行

っ
た
。
そ
の
因
子
パ
タ
ー
ン
が
表
二
で
あ

る
。以

下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
因
子
の
解
釈
を
行
う
。

第

一
因
子
は

「明
確

・
夫
」
(4)、
「あ
り
の
ま
ま

・
夫
」
、
「発
言

・
夫
」
が
高

い
因
子
負
荷
量
を
示
す
。
夫
が
日
頃
よ
く
発
言
し
、
あ
り
の
ま
ま
に
自
分
の
気

持
ち
を
表
現
し
、
明
確
に
自
分
の
考
え
を
妻
に
伝
え
る
か
否
か
と

い
う
内
容
で

あ
り
、
夫
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
に
関
す
る
因
子
と
言
え
る
。
従

っ
て
第

一
因
子
を

「夫

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
率
直
さ
」
と
名
づ
け
る
。

こ
の
第

一
因
子
に
よ
っ
て
全
分
散
の
二
九

・
二
%
が
説
明
で
き
る
の
で
、
国
際

結
婚
家
庭
で
の
夫
婦
間

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
の
因
子
に
よ

っ
て
大
き
く

説
明
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

第
二
因
子
は

「明
確

・
妻
」
、
「発
言

・
妻
」
、
「あ
り
の
ま
ま

・
妻
」
、
「伝
え

る
意
志

・
妻
」
が
高
い
因
子
負
荷
量
を
示
す
。
第

一
因
子
は
夫

の
率
直
さ
を
示
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表1質 問項 目の内容と尺度の一覧表.

質問文 略語 尺 度

】 あなた達ご夫婦は口常的に夫婦の会話は

どのぐらい行われていますか

会話の程度 「2人で よ く話す1を3 、 「どちちか 一方は話 した いが

もう一方は必要最 小限の こ と しか話 さない亅を2、`2

人 ともお互い に必要最小限 の こと しか話 さない1を 置

2現 在の会誘の量は十分だと思いますか 会話の量 「.十分,を4 、1}ま ぼ 蚤・分.}を3、 「」や・や 不 足}を2、 【不

足 亅 を1。

3あ なた達ご夫婦の間にただの世間話や雑

談をすることはどのぐらいありますか

雑談 「よ く あ る 亅 を4、f時 々 あ る 亅 を3 .1あ ま り な い 」

を2、 「な い1をL,

4あ なたは御主 人(又 は奥 さん)と 会話 を

す るとき、話が弾 んだ り、一緒 に笑った り、

じっ くり話 し合 った りす るよ うな ことがあ り

ますか

会話の質 同上

5夫 婦の間で会話をすると.き、言葉で明確

に自分の考えや意志を伝えるべきだと思いま

すか

伝える意志 iそ う思 う」を4、iど ち らか と言えばそ う思 う」を

3、rど ち らか と言 えばそ う思わない1を2、 「全 くそ

う患 わ ない亅を1。

6あ なたは普段思ったことを発言しますか 発.言 「よ く発 言す る亅を4 、「時 々発 言す る亅を3、 「あ よ

り発 言 しない亅を2、 「発言 しない」を1.

7あ なたは自分の気持ちをありのままに伝

えますか

あ.りのま ま 「伝 え る」 を4 、 「大体伝 える」を3、1.あ まり伝 えな

い亅を2、f伝 えない亅 を1。

8あ なたは自分の考えや意見を明確に伝え

ますか

明確 同上

9あ なたの御主人(又 は奥さん}が あなた

の詆に十分耳を傾けていると思いますか

傾聴 {そ う思 うjを4、 「大体そ う思 う」を3 、1あ ま りそ

う思 わない 」を2、1そ う思わ ない亅を1.

mあ なたの御主入(又 は奥さ.ん)..があなた

一

の 酉っ ているこ との意 味を理解 している と思

い ます か ・

意味理解 同上

11あ なたの御主人(又 は奥さん)が あなた

の発言に込められた気持ちや感情を理解して

いると思いますか

感情理解 同.}二

12あ なたは御主人(又 は奥さん)と 喜びや

悩みを分かち合っていますか

共感 「分 か ち合ρて い る亅を4 、「大体分か ち合ってい る1

を3、 「あま り分か ち合っ てい ない」を2、 ∫分か ち 合

っていない」 を1。

13あ なたは御主人(又 は奥さん)と 文化や

習慣などの文化的違いのための口喧嘩の頻度

は次のどちらですか

口喧嘩の頻

度

「な い1を4、1あ ま りな い1を3 、「時 々 あ る亅 を2、

「よ くあ る}を1.

聖4口 喧 嘩 しな くて も文 化的な違いのため傷

つ く と感 じる頻度 は、次 の どち らですか

傷つく頻度 同上
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表2コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン構 造 の 因 子 パ タ ー ン

夫の 妻の 夫の 妻の 夫の 妻の

率直 さ 率直さ 摩擦 効果 量と質 認識 効果 共通性

「明 確 ・夫 」

「あ り の ま ま ・夫1

「発 言 ・夫j

f雑 談 ・ 夫 」

r会 話 の 量 。夫1

「明 確 ・妻 亅

「発 言 ・妻 亅

「あ り の ま ま ・妻 」

「伝 え る 意 志 ・妻 亅

「口 喧 嘩 頻 度 ・妻 」

「傷 っ く 頻 度 ・妻 亅

「傷 っ く 頻 度 ・夫 亅

r口 喧 嘩 頻 度 ・夫 亅

「感 情 理 解 ・夫 亅

「意 味 理 解 ・夫 」

「共 感 ・夫 ∫

f傾 聴 ・夫 」

「会 話 の 質 ・夫 」

「雑 談 ・妻 」

「会 話 の 程 度 ・妻 亅

「会 話 の 量 ・妻 」

【会 話 の 質 ・妻 亅

「伝 え る 意 志 ・夫 」

「会 話 の 程 度 ・夫 」

「感 情 理 解 ・妻 」

「共 感 ・妻 亅

「意 味 理 解 ・妻 亅

τ傾 聴 ・妻 亅

驚

蒭

論

㎝
欝

認

認

認

瓢

謬

鰯
刎
穢

謡

鯔
瓢

一
.

0
.

・
『

一
.

.

.

層
曾

,.

.002・.065一.098

一,093.050一.007

.078一 」28一.薑64

顧.140.129・.置37

.皇21.302一.262

.715一.049一.Oi8

.674.088.030

9662一.148一.020

.656一.096一.099

。.084●796」23

.253.663一 」41

㌦lll.547一,059

㌦251.526一.i51

.059.025一.917

.OlO。,041一.843

一.039.137一 。683

一.023■78、477

一.356..046-438

一.07亘 ・.蓋91一.149

.丑40.056.145

.149。098」.036

.塾73,015●.080

,059一.074.101

.073.087ρ49

.2{}134{},071

.179.254一.匣95

.125.355。.023

一.095.15戛 一.231

一.052,.203

一.196● .005

.豆46.367

一.056.3且5

・.Ol3,257

一.070 .OO9

一」64一 .Oi7

一.091。.監02

.H9.2置5

,047,049

..050一 」15

.020・.003

.078一,047

」33一.io5

.006一.042

一.328.0002

.oo9」H

. ,182.397

一.720一.027

一.656.095

一。480」03

一.425广 」93

一.09ユ.649

、037.397

・.2B一.{}15

。ρ46 .047

。.225。 .0001

一.326.覧58

票

篇

龝

畿

鬻

鬻

禦

器

設

欝

餌
欝

蜘
粥

鵞

濫

綴

滑

灘

淵

欝

藩

場

餐

謬

棚
麗

砌'駑

駕
固有 値

寄与率

8.1723.401

.292」2且

2.839L5531.2831.甚70

.10旦.055。046,042

LO90

.039

注=「 夫 の率 直 さ」ほ 「夫 の コ ミュ ニケ ー シ ョンの 率直 さ」の略 語 、「妻 の率 直 さ」は 「妻

の コ ミ ュニ ケー シ ョンの 率直 さ」 ゐ略 語 、 「摩 擦 亅 はrコ ミュニ ケー シ ョン の摩擦 」 あ 略

語 、 「夫 の効 果」 は 「夫 の コ ミュニ ケ ー シ ョンの 情緒 的 効 果」 の 略 語 、 「妻の 量 と質亅 は

「妻 の コ ミュニ ケ ー シ ョン の量 と質 」 の略 語 、 「夫の 認識 」 は 「夫の 言語 コ ミュニ ケー シ

ョン へ の認 識 」 の 略語 、 「妻 の効 果 亅 は 「妻 の コ ミュ ニケ… シ ョンの 情緒 的効 果」 の 略 語

で あ る。 以 下 も同 じで ある。
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す
因
子
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
第
二
因

子
は
妻
に
関
し
て
の
ほ
ぼ
同

一
の
項
目
が

入

っ
て
お
り
、
「妻
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
の
率
直
さ
」
を
示
す
因
子
と
言

え
る
Q

第
三
因
子
は

「
口
喧
嘩
頻
度

・
妻
」
、
「傷

つ
く
頻
度

・
妻
」
、
「傷
つ
く
頻

度

・
夫
」
と

「
口
喧
嘩
頻
度

・
夫
」
が
高

い
因
子
負
荷
量
を
示
す
。
こ
の
因
子

は
夫
と
妻
が
文
化
的
な
違

い
で
口
喧
嘩
に
な
る
頻
度
と
傷

つ
く
頻
度
を
表
す
も

の
で
あ
り
、
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
摩
擦
」
を
示
す
因
子
で
あ
る
。

第
四
因
子
は

「感
情
理
解

・
夫
」
、
「意
味
理
解

・
夫
」
、
「共
感

・
夫
」
、
「傾

聴

・
夫
」
と

「会
話
の
質

・
夫
」
が
高
い
因
子
負
荷
量
を
示
す
。
夫
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
た
意
味
と
感
情
が
妻
に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
、
夫
が

妻
と

の
共
感
度
が
高
い
か
ど
う
か
、
妻
が
よ
く
話
を
聞
い
て
く
れ
る
か
ど
う
か

と

い
う
内
容
で
あ
り
、
「
夫
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
」
を

示
す
因
子
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
応

す
る
妻
側
の
も
の
は
第
七
因
子
と
し
て
独

立
し
て
出
現
し
た
。
第
七
因
子
は

「感
情
理
解

・
妻
」
、
「共
感

・
妻
」
と

「意

味
理
解

・
妻
」
が
高

い
因
子
負
荷
量
を
示
す
。
従

っ
て
第
七
因
子
を

「妻
の
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
」
と
す
る
。

第
五
因
子
は

「雑
談

・
妻
」
、
「会
話
の
程
度

・
妻
」
、
「会
話
の
量

・
妻
」
と

「会
話
の
質

・
妻
」
が
高
い
因
子
負
荷
量
を
示
す
。
妻
が
夫
と
雑
談
す
る
程
度
、

夫
と
の
会
話
の
量
と
程
度
及
び
夫
と

の
会
話
の
質
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
従

っ

て
こ
の
第
五
因
子
は

「妻

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
量
と
質
」
を
示
す
因

子
と
い
え
る
。
こ
の
因
子
は
妻
側
だ

け
の
因
子
で
あ
り
、
夫
側
に
対
応
す
る
も

の
が
独
立
し
て
存
在
し
て
い
な
い
。

一
方
、
第
六
因
子
に
は
、
「伝
え
る
意
志

・
夫
」
が
高
い
因
子
負
荷
量
を
示
す
。

夫
の
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
認
識
を
表
す
因
子
で

「夫

の
言
語

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
認
識
」
と
す
る
。
こ
の
因
子
は
夫
側
だ
け
の
因

子
で
あ
る
。

以
上
の
七
因
子
を
次
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
ら
れ
よ
う
。
ま
ず
夫
婦
に
共

通
す
る
因
子
と
し
て

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
摩
擦
」
が
存
在
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
次
元
に
は

「夫
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
」
因
子
、
「妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
」
因
子

が
独
立
し
た
因
子
と
し
て
存
在
し
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
に

も

「夫
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
」
因
子
と

「妻

の
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
」
因
子
が
独
立
し
て
存
在
し
て
い
る
。

最
後
に
、
夫
と
妻
に
異
な
っ
た
因
子
も
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
て
い
る
。
妻
に
は

「妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と
質
」
因
子
、
夫
に
は

「夫
の
言
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
認
識
」
因
子
が
存
在
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
夫
と
妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
造
に
異
な

っ
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
因
子
が
存
在
し
て
い
る
。
と

い
う
こ
と
は
、
夫
と
妻
の
問
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
と
意
識
の
違

い
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

2

-

3

コ

ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ

ョ

ン

諸

因

子

の
尺

度

得

点

と
特

徴

夫

婦

間

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ

ョ

ン

の
特

徴

及

び
夫

と
妻

の

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ

ョ

ン

の
異

同
を

検

証

す

る
た

め

に
、

ま

ず

、

以

上

の

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ

ョ

ン
構

造

に

関

す

る

因

子

分

析

の
結

果

に

基

づ

き

、

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン

の
率

直

さ

、

コ
、、、
ユ

ニ
ケ

ー

シ

ョ

ン

の
情

緒

的

効

果

、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ

ン

の
摩

擦

、

妻
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の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と
質
、
夫
の
言
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

認
識
と

い
う
五
つ
の
次
元
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
諸
因
子
の
尺
度
得
点
を
作

成
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直

さ
次
元
に
関
し
て
は
、
夫
と
妻
の
回
答
別
で

「発
言
」
、
「明
確
」
と

「あ
り
の
ま
ま
」
の
三
項
目
の
合
計
得
点
の
平
均
値
を
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
率
直
さ
の
得
点
と
し
た
。
「夫
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
」
因
子
の
平
均
値
は
三

・
四
八
で
、
標
準
偏
差
は
○

・
五

五
で
あ

っ
た
。

一
方
、
「妻
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
」
因
子
の
平
均

値
は
三

・
五
三
で
、
標
準
偏
差
は

Q

・
四
入
で
あ

っ
た
。
夫
と
妻
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
は
両
者
と
も
高
く
、
両
者
の
う
ち
、
夫
よ
り
妻
の
ほ
う

が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
は
高
く
、
率
直
さ
の
ば
ら
つ
き
も
夫
よ
り

小
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
に
関
し
て
は
、
夫
と
妻
の
回
答
別
で

「感
情
理
解
」
、
「意
味
理
解
」
と

「
共
感
」

の
三
項
目
の
合
計
得
点
の
平
均
値
を

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
の
得
点
と
し
た
。
「夫
の
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
」
因
子
の
平
均
値
は
三

・
四
七
で
、
標
準

偏
差
は
○

・
五
三
で
あ
る
。

一
方

「妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効

果
」
因
子
の
平
均
値
は
三

・
三
三

で
、
標
準
偏
差
○

・
六

一
で
あ
る
。
夫
と
妻

の
情
緒
的
効
果
の
違

い
を
検
定
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
差
が
有
意
で
あ
る
こ
と
が

証
明
さ
れ
た
。
ペ
ア
と
な

っ
て
い
る
夫
と
妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒

的
効
果

に

つ
い
て
は
、
夫

の
方

が
高

い
こ
と
が
示
さ
れ
た

(円
叮
ド
一
①
、

∪
閃
11
㊤
卜⊃、
℃
〈
O
・8
)。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
摩
擦
」
因
子
に
関
し
て
は
、
「口
喧
嘩
頻
度
」
、
「傷

つ
く
頻
度
」

の
二
項
目
に
関
す
る
夫
と
妻

の
回
答

の
合
計
得
点
の
平
均
値
を

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
摩
擦
」
因
子
の
得
点
と
し
た
。
こ
の
因
子
の
平
均
値
は

二

.
六
五
で
、
標
準
偏
差
○

・
六
〇
で
あ
る
。
こ
の
結
果
は
文
化
的
な
違

い
か

ら
く
る
摩
擦
が

「あ
ま
り
な

い
」
と

「時
々
あ
る
」
と
の
問
に
回
答
が
集
中
し

て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

「妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と
質
」
因
子
は
、
「雑
談
」
、
「会
話
の
程

度
」
、
「会
話

の
量
」
と

「会
話
の
質
」
の
四
項
目
の
妻
の
回
答
の
合
計
得
点
の

平
均
値
を
尺
度
得
点
と
し
た
。
こ
の
因
子
の
平
均
値
は
三

・
二
七
で
、
標
準
偏

差
は
○

・
四
八
で
あ
る
。

「夫

の
言
語
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
認
識
」
因
子
は

「伝
え
る
意
志
」

と

い
う
項
目
に
関
す
る
夫
の
回
答
を
尺
度
得
点
と
し
た
。
こ
の
因
子
の
平
均
値

は
三

.
五

一
で
あ
り
、
標
準
偏
差
は
○

・
七
五
で
あ
る
。
夫
の
言
語

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
認
識
は
高

い
と
は
い
え
、
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
と
い
う
こ
と

は
夫
の
間
に
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
認
識
の
差
が
存
在
す
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。

2
1
4

諸
因
子
間
の
相
関
関
係

以
上
の
七
因
子
問
の
相
関
関
係
は
表
三
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
相
関
関
係
は

七
因
子
の
尺
度
得
点
を
用
い
て
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
次
元
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と
質

次
元
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
の
三
次
元
の
問
に
多
く
の
有
意

な
相
関
が
見
ら
れ
た
。

コ
、、、
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
摩
擦
次
元
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
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コミュニケーシ ョン諸因子間の相関関係表3

夫の率直さ 妻の率直さ 摩擦 夫の効果 妻の効果 妻の量と質

妻の率直さ .137

摩擦 」34 一.065

夫の効果 .487串 樽 .099 .354毒 榊

妻の効果 .196 .218串 .437寧 料 。375躰*

妻の量と質 .428事 榊 ,370串 榊 」45 .387榊 零 546林*

夫の認識 」08 .061 一.086 一.006 .藍40 .262ホ

注:寧 は危険 率 は0.05未 満

榊は危 険 率は αOl未 満

ホ艸は危 険 率は0 .001未 満

果
次
元
と
の
問
に
有
意
な
相
関
が
存
在
し
、
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

認
識
次
元
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と
質
次
元
と
の
問
に
有
意
な
相
関
が

存
在
し
て
い
た
。

「夫
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
」
因
子
は

「夫

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
」
因
子
と
の
問
に
、
「妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率

直
さ
」
因
子
は

「妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
」
因
子
と
の
問

に
正
の
有
意
な
相
関
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
夫
と
妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
率
直
さ
は
、
「妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と
暫
己
と
の
間
に
も
、

有
意
な
相
関
が
存
在
し
て
い
た
。
即
ち
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
率
直
に
行

っ

て
い
る
人
は
、
相
手
と
の
間
に
相
互
理
解
と
共
慈
が
高
く
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
が
高
く
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

率
直
に
行

っ
て
い
る
家
庭
で
は
、
妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と
質
が
高

く
な

っ
て
い
る
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
摩
擦
」
因
子
は
夫
と
妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
情
緒
的
効
果
因
子
と
の
間
に
有
意
な
相
関
が
見
ら
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
摩
擦
の
少
な
い
家
庭
で
は
夫
も
妻
も

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効

果
が
亠咼
く
な

っ
て
い
る
。

そ
し
て

「夫
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
」
因
子
と
有
意
な
相

関
が
見
ら
れ
た
の
は
、
「夫
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
」
因
子
、
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
摩
擦
」
因
子
以
外
、
「妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量

と
質
」
因
子
と

「妻
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
」
因
子
で
あ
る
。

妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と
質
の
高

い
と
こ
ろ
で
は
夫
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
が
高
く
な

っ
て
お
り
、
ま
た
妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

国際結婚夫婦のコミュニケーションにおける言語能力の役割429



ヨ
ン
の
情
緒
的
効
果
が
高

い
と
、
夫
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果

が
高
く
な

っ
て
い
る
。
「妻
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と
質
」
因
子
は
ま
た

「妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
」
と
の
間
に
有
意
な
相
関
が
存
在

し
て
い
る
。

「妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と
質
」
因
子
は
ま
た

「夫
の
言
語
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
認
識
」
因
子
と
の
間
に
も
有
意
な
相
関
関
係
が
見
ら
れ

た
。
夫
の
言
語
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
認
識
の
高

い
と
こ
ろ
で
は
妻
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と
質
が
高
く
な
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

2
-
5

考
察

こ
こ
ま
で
国
際
結
婚
家
庭
に
お
け
る
夫
婦
間

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造

を
、
因
子
分
析
で
明
ら
か
に
し
た
。

国
際
結
婚
家
庭
で
は
言
葉
も
文
化
背
景
も
異
な
り
、
相
手
の
行
動
パ
タ
ー
ン

に
対
し
て
自
文
化
の
枠
組
み
で
は
判
断
や
理
解

で
き
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、

国
際
結
婚
家
庭
の
夫
婦
は
言
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
主
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
使

い
、
言
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
多
く
依
存
し
て

い
る

〔5
.。
言
語
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
よ

っ
て
日
頃
よ
く
発
言
し
、
自
分
の

気
持
ち
や
考
え
を
率
直
か

つ
明
確

に
相
手
に
伝
え
る
こ
と
も
、
言
葉
で
相
手
の

考
え
や
気
持
ち
を
確
認
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

夫
と
妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
因
子
が
独
立
し
た
因
子
と
し
て
存

在
し
、
こ
れ
ら
の
二
因
子
が
大
き
な
説
明
率
を
持

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
国
際
結
婚
家
庭
の
夫
婦
間
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
様
式
は
夫
も

妻
も
率
直
で
あ
る
こ
と
は
以
上
の
よ
う
な
国
際
結
婚
家
庭
の
特
徴
を
表
し
て
い

る
と

い
え
よ
う
。

そ
れ
に
関
連
し
て
、
実
際
の
生
活
の
中
、
意
思
の
伝
達
や
感
情
の
交
流
は
言

語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
頼
る
こ
と
が
多

い
分
だ
け
、
言
語
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
認
識
も
高
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
本
研
究
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、

言
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
認
識
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と
質
が

独
立
し
た
次
元
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
摩
擦
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
夫
と
妻
の
間
に
不

一
致
は
大
き
く
な
く
、
同

一
の
因
子
と
し
て
抽
出
さ
れ
た
。
国
際
結
婚
家
庭
に

お
け
る
夫
婦
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
の
中
に
お
い
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
摩
擦
と
い
う
次
元
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
ボ
ス
バ
ー
グ

(
一
九
入
九
)、

シ
タ
ラ
ム

(
一
九
八
五
)、
佐
藤

(
一
九
入
九
)
、
新
田

(
一
九
九
二
)
が
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
国
際
結
婚
夫
婦
に
は
文
化
に
よ
る
摩
擦
が
伴
う
こ
と
が
多

い

か
ら
と
言
え
よ
う
。
夫
婦
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
文
化
の
違

い
か
ら

生
じ
る
摩
擦
が
避
け
ら
れ
な
い
の
は
国
際
結
婚
家
庭
の
夫
婦
間

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
特
徴
の

一
つ
で
、
夫
婦
の
両
者
に
共
通
し
て
生
じ
る
特
徴
と
言
え
よ

・つ
。更

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
、
す
な
わ
ち
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
伝
達
さ
れ
る
意
味
と
感
情
の
理
解
、
及
び
夫
婦
間
の
共
感
は

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
始
め
て
果
た
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
成
否
を
見
極
め
る
重
要
な
尺
度
の

一
つ
で
あ
る
以
上
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
時
、
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

本
研
究
で
は
夫
も
妻
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
が
高
く
、
夫
婦

間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
夫
婦
間
相
互
理
解
と
共
感
を
高
く
得
ら

430
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れ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。

・
以
上
の
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
、
国
際
結
婚
家
庭
に
お
け
る
夫
婦
間

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
を
考
え
る
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
が
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
摩
擦
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と
質
、
言
語
コ
ミ
ユ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
認
識
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
摩
擦
と
い
う
五
つ
の
次

元
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考

え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

こ
れ
に
従

っ
て
、
本
研
究
で
明
ら
か
に
な

っ
た
国
際
結
婚
家
庭
の
夫
婦
間
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
と
夫
と
妻
の
コ
ミ

ュ
ニ
ヶ
ー
シ
ョ
ン
構
造
の
異
同

に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
二
点
が
あ
る
。
第

一
は
全
般
的
に
は
、
今
回
調
査
し

た
国
際
結
婚
家
庭
に
お
け
る
夫
婦
間

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
率
直
さ
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
量
と
質
及
び
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
認
識
は
高
く
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
摩
擦
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
夫
と
妻
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
が
異
な

っ
て

い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
夫
と
妻
に
共

通
し
て
い
る
因
子
は

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
摩
擦
」
で
あ

っ
た
。
因
子
分

析
に
よ
る
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
と
い
う
次
元
は
、
「夫

の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
」
因
子
は
夫
の
回
答
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
因
子

で
あ
り
、
「妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
率
直
さ
」
因
子
は
妻
の
回
答
の
み
で

構
成
さ
れ
て
い
る
因
子
で
あ
り
、
両
者
が
独
立
し
た
因
子
と
し
て
抽
出
さ
れ
た
。

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
次
元
に
も
同
じ
特
徴
が
見
ら
れ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
夫
と
妻
で
は
こ
れ
ら
の
次
元
に
つ
い
て
は
回
答
の
違
い
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
相
違
点

に
つ
い
て
は
、
夫
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ

ン
の
構
造
を
な
す
も
の
は
、
以
上
の
因
子
以
外
に

「夫
の
言
語
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
認
識
」
と
い
う
因
子
が
独
立
し
て
存
在
し
た
が
、

一
方
妻
の
方
に

は

「妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と
質
」
と
い
う
因
子
が
存
在
し
て
い
た
。

即
ち
夫
と
妻
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
造
に
は
共
通
す
る
側
面
と
異
な
る
側

面
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
な
特
徴
を
持

っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

3

言
語
能
力
が
夫
婦
間
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
与
え
る
影
響

3
-
1
、
分
析
方
法

夫
婦
の
言
語
能
力
が
夫
婦
間

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
与
え
る
影
響
を
検
証

す
る
た
め
に
、
従
属
変
数
と
し
て

「
2

夫
婦
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構

造
」
で
抽
出
し
た
七
因
子
を
用
い
、
こ
れ
ら
と
独
立
変
数
で
あ
る
夫
と
妻
の
言

語
能
力

(二
変
数
)
と
の
組
み
合
わ
せ
合
計

一
四
パ
タ
ー
ン
に
関
し
て

一
元
配

置
の
分
散
分
析
を
行

っ
た
。
夫
婦
の
言
語
能
力
を
測
定
す
る
に
は
、
「現
在
あ
な

た
達
ご
夫
婦
の
間
で
最
も
良
く
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
な
た
自
身
を
ど
の
ぐ
ら
い

表
現
で
き
ま
す
か
」
と

い
う
質
問
を
用
い
、
「表
現
で
き
な
い
」
を

一
、
「大
体

表
現
で
き
る
」
を
二
、
「良
く
表
現
で
き
る
」
を
三
と
得
点
化
し
た
。
以
下

「表

現
で
き
な
い
」
、
「大
体
表
現
で
き
る
」
と

「良
く
表
現
で
き
る
」
を
言
語
能
力

の
低
、
中
、
高
と
い
う
三
つ
の
レ
ベ
ル
と
見
な
す
。

3
-
2

仮
説

ま
ず
、
言
語
能
力
が
夫
婦
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
の
仮
説
を
以
下
の
①
か
ら
⑥
に
記
す
。
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3

i

3

分

析

と

結

果

夫

と

妻

の
言

語

能

力

は
、

レ

ン
ジ

一
⊥

二
、

夫

の
場

合

、
凶
"
b。
●叟

、

oo
O
11
ρ
釦
。。
、
妻

の
場

合

、
×
凵
卜。
●紹

、

ω
0
11
ρ
罐
と

全

般

的

に
高

い
。

夫

婦

の
言

語

能

力

と
夫

婦

間

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ

ョ

ン
と

の
関

連

を

分
析

し

た
。

そ

れ

ぞ

れ

の

一
元

配

置

の
分

析

結

果

を

表

四

の

「
言

語

能

力

と

夫

婦

間

コ
ミ

ュ

①

「言
語
能
力
が
高
け
れ
ば
自
分
の
気
持
ち
や
考

尺
を
言
葉
で
自
由
に
表
現

で
き
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
が
高
く
な
る
」
と
考
え
ら
れ
る
。

②
ま
た
、
言
語
能
力
が
高
く
な

い
か
ら
、
言
語
に
頼
れ
な
い
分
、
も

っ
と
率

直
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
必
要
性
が
高
ま
り
、
夫
婦
間
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
が
高
ま
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

③
言
語
能
力
が
高
い
か
ら
、
相
手
に
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
自
由
に
表
現

し
、
相
手
の
話
も
よ
く
理
解
で
き
る
こ
と
か
ら
、
「言
語
能
力
が
高
け
れ
ば
、

夫
婦
間

の
相
互
理
解
と
共
感
を
達
成
し
や
す
く
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
が
高
く
な
る
」
と
仮
定
で
き
る
。

④
以
上
の
理
由
か
ら

「言
語
能
力
が
高
け
れ
ば
、
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

摩
擦
が
減
少
す
る
」
と
も
考
え

ら
れ
る
。

⑤
言
語
能
力
が
高

い
と
こ
ろ
で
は
、
夫
婦
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量

と
質
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥
言
語
能
力
が
高
け
れ
ば
、
夫
婦
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
言

語
に
よ
る
不
自
由
さ
を
感
じ
ず
、
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
さ

を
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
少
な

い
か
ら
、
「言
語
能
力
の
高
い
と
こ
ろ

で
は
、
言
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
認
識
が
低

い
」
と
仮
定
で
き
る
。

表4言 語能力 と夫婦間コミュニケー ションとの関連

n3()

夫の言語能力 妻の言語能力

夫の率直さ 言語能力低3.67(2)

譱籌駕:二1簒R]㍍,ド
妻の率直さ

夫の効果

妻の効果 言語能力低2.67(4)

譱鑒駕::1;1:毳]齢

言語能力低3.oo(2)

鑾 駕::1;ll:;]蒔,舮
摩擦

妻の量と質 言 語 能 力低2.69(4) 、

茸灘::嬲1訌,、 卿
夫の認識 言 語 能 力 低2.oo④

*言

語 能 力 中3.嘱(32*

'言語 能 力 高3
.65(57F=IL4群 榊

ケ

ー

シ

ョ
ン
と

の
関
連

」

に

示
す

。

注 リ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の7因 子 の 尺 度 得 点 は 最 も高 い もの は4、 ま あ ま あ 高 い も の は

3、 あ ま り 高 く な い も の は2、 高 く な い も の は1。

2)ホp〈0.05、 零*pく0,01、 ホ乎ホp<0.001
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「夫

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
」
因
子
は
妻
の
言
語
能
力
に
よ
っ

て
異
な

っ
て
い
た
。
妻
の
言
語
能
力

の
低
い
と
こ
ろ
と
高
い
と
こ
ろ
で
は
、
「夫

の
コ
、、丶
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
」
が
高
い
。

一
方
、
「妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
量
と
質
」
因
子
は
夫

の
言
語
能
力
に
よ

っ
て
、
異
な

っ
て
い
た
。
夫

の
言
語
能
力
の
高

い
と
こ
ろ
で
は

「妻

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と
質
」

が
高

い
。

そ
し
て
、
「夫
の
言
語

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
認
識
」
は
夫
の
言
語
能
力

に
よ

っ
て
、
異
な

っ
て
い
た
。
言
語
能
力
の
高

い
夫
は
言
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
認
識
も
高
い
が
、
言
語
能
力
の
低

い
と
こ
ろ
で
は
夫
の
言
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
認
識
が
低
い
。

ま
た
、
「妻
の
コ
、、、
ユ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
」
が
妻
と
夫
の
言
語
能

力
に
よ

っ
て
異
な

っ
て
い
た
。
夫
と

妻
自
身
の
言
語
能
力

の
高

い
と
こ
ろ
で
は

「妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
」
が
高
い
。

「妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
」
因
子
、
「夫
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
」
因
子
と

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
摩
擦
」
因
子
は
夫

婦
の
言
語
能
力
に
影
響
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。

3
1
4

仮
説
の
検
証

「言
語
能
力
が
高
け
れ
ば
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
言
葉
で
自
由
に
表
現
で

き
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
が
高
く
な
る
」
と
い
う
仮
説
①
と

コ
言

語
能
力
が
高
く
な

い
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
が
高

い
」
と
い

う
仮
説
②
は
部
分
的
に
支
持
さ
れ
た
。
妻
の
表
現
力
が
低

い
と
夫
の
率
直
さ
が

高
く
な
り
、
ま
た
妻
の
言
語
能
力
の
高

い
と
こ
ろ
で
も
夫
の
率
直
さ
が
高
い
。

「言
語
能
力
が
高

い
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
…
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
が
高
く
な

る
」
と
い
う
仮
説
③
も
部
分
的
に
支
持
さ
れ
た
。
妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
情
緒
的
効
果
が
夫
と
妻
の
言
語
能
力
に
影
響
さ
れ
る
が
、
夫
の
効
果
が
言
語

能
力
に
影
響
さ
れ
な
か
っ
た
。

「
言
語
能
力
が
高
け
れ
ば
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
摩
擦
が
減
少
す
る
」

と
い
う
仮
説
④
が
支
持
さ
れ
な
か

っ
た
。

「言
語
能
力
が
高

い
と
こ
ろ
で
は
、
夫
婦
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量

と
質
が
高
い
」
と
い
う
仮
説
⑤
が
妻
の
場
合
に
当
て
は
ま
る
。
妻
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と
質
は
夫
の
言
語
能
力
に
影
響
さ
れ
る
。

「言
語
能
力
の
高

い
と
こ
ろ
で
は
、
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
認
識

が
低

い
」
と

い
う
仮
説
⑥
が
支
持
さ
れ
な
か

っ
た
。
仮
説
と
反
対
に
、
夫
の
言

語
能
力
の
高

い
と
こ
ろ
で
は
夫
の
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
認
識
が
高

い
と
い
う
結
果
を
得
ら
れ
た
。

3
-
5

考
察

言
葉
が
意
志
疎
通
を
図
る
道
旦
ハで
あ
り
、
ま
た
自
分
と
い
う
人
間
を
表
現
す

る
媒
体
で
も
あ
る
。
言
葉
は
態
度
の
中
の
大
切
な

一
要
素
と
な

っ
て
、
人
間
を
.

表
す
。
だ
か
ら
言
葉
を
う
ま
く
制
御
で
き
な
い
と
、
会
話
の
内
容
が
幼
稚
に
な

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
間
の
真
の
姿
が
そ
の
と
お
り
に
伝
わ
ら
な
い
危
険
が

生
じ
る
と
川
口

(
一
九
九
七
)
に
よ

っ
て
言
葉
の
重
要
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
鍋
倉

(
一
九
九
〇
)
の
言
う
よ
う
に
異
文
化
に
属
す
る
人
間
同
士

が
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
す
る
場
合
、
ま
ず
、
「言
葉
の
壁
」
が
存
在
す
る
。

特
に
、
両
者
が
共
通
の
言
葉
を
持
た
な
い
場
合
、
「言
葉
の
壁
」
は
、
明
白
な
事
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実
と
な
る
。
国
際
結
婚
夫
婦
に
と

っ
て
は
言
葉
が
国
際
結
婚
家
庭

の
最
大
の
障

害
の

一
つ
で
あ
る
と
、
国
際
結
婚
夫
婦
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
日
暮

(
一
九
八

九
)
が
報
告
し
て
い
る
。

国
際
結
婚
家
庭
の
夫
婦
間
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
夫
婦
間
の
使
用
言
語
の

言
語
能
力
に
多
く
影
響
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
本
研
究
で
実
証
さ
れ
た
。
ま
ず
、

夫
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率

直
さ
と
妻

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と

質
が
相
手
の
言
語
能
力
に
よ

っ
て
異
な

っ
て
い
た
。
夫
は
妻

の
言
語
能
力
が
低

い
場
合
と
高

い
場
合
、
率
直
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
て
い
る
。
と
い

う
こ
と
は
、
言
語
能
力

の
低

い
妻

に
対
し
て
自
分
を
表
現
す
る
と
き
、
言
葉
の

機
能
が
妻
の
言
語
能
力
に
制
限
さ
れ
る
た
め
、
夫
が
率
直
に
自
分
を
表
現
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
良
く
理
解

さ
れ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
働

い
て
い
る
と

思
わ
れ
、
ま
た
妻
が
言
語
能
力
が
高

い
場
合
、
夫
が
思
う
ま
ま
に
自
分
を
率
直

に
表
現
し
、
自
分

の
気
持
ち
や
考
え
を
伝
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
様
式
が
率
直
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
妻
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
は
妻
自
身

の
言
語
能
力
に
も
夫
の
言
語
能
力

に
も
影
響
さ
れ
な

い
理
由
と
し
て
は
、
妻
が
言
語
能
力
を
気
に
せ
ず
、
率
直
に

自
分
を
表
現
す
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

っ

て
も
、
自
分
を
率
直
に
表
現
し
て

い
る
の
で
、
言
語
能
力
に
そ
れ
ほ
ど
制
限
さ

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と
質
は
夫
の
言
語
能
力
に
よ

っ

て
異
な
り
、
夫
の
言
語
能
力

の
高

い
と
こ
ろ
で
は
妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
量
と
質
が
高
く
な

っ
て
い
る
こ
と
は
、
妻
に
と

っ
て
は
相
手
が
言
語
能
力
が

低
く
、
自
分
の
話
が
良
く
理
解
で
き
な

い
と
き
、
会
話
の
量
が
減
少
し
、
夫
と

の
会
話
の
質
、
即
ち
夫
婦
が
会
話
を
す
る
と
き
話
が
弾
ん
だ
り
、

一
緒
に
笑

っ

344

た
り
、
じ

っ
く
り
話
し
合

っ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
が
少
な
く
な
る
の
で
、
会

話
の
質
も
低
下
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
、
妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
は
自
分
と
夫
の
言
語
能

力
の
高

い
と
こ
ろ
で
は
高
い
こ
と
は
、
自
分
が
夫
に
良
く
理
解
さ
れ
、
夫
と
の

問
に
高
い
共
感
を
持
つ
と
感
じ
て
い
る
。

一
方
、
夫
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
情
緒
的
効
果
は
夫
と
妻
の
言
語
能
力
に
影
響
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
夫
に
と

っ
て
は
、
自
分
が
理
解
さ
れ
て
い
る
か
、
妻
と
の
間
に
共
感
を
持

っ
て
い
る
か

ど
う
か
は
言
語
能
力
に
影
響
さ
れ
な
い
側
面
を
持

っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
つ
ジ

ェ
ン
ダ
ー
視
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
女
性

の
ほ
う
が

小
さ
い
と
き
か
ら
情
緒
的
に
人
を
理
解
し
、
人
の
気
持
ち
を
受
容
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
、
訓
練
さ
れ
る
の
で
、
夫
が
言
語
能
力
が
低
く
て
表
現
が
良
く
で
き

な
く
て
も
、
又
は
自
分
の
言
語
能
力
が
低
く
相
手
を
完
全
に
聞
き
取
れ
な
く
て

も
、
相
手
を
理
解
す
る
こ
と
、
相
手
と
共
感
を
持

つ
こ
と
に
大
き
な
障
害
を
、

夫
と
比
べ
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
感
じ
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
、
夫
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
、
即
ち
妻
に
理
解
さ
れ
、
妻
と
共
感
を
持

つ
こ
と
は
夫
婦
の
言
語
能
力
に
あ
ま
り
影
響
さ
れ
な

い
が
、

一
方
、
妻

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
は
、
つ
ま
り
夫
に
理
解
さ
れ
、
夫
と
共
感
を

持

つ
に
は
、
夫
側
の
言
語
能
力
は
も
ち
ろ
ん
、
妻
側
の
表
現
力
も
要
求
さ
れ
、

高
い
言
語
能
力
を
必
要
と
さ
れ
る
。

夫
の
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
認
識
は
夫
の
言
語
能
力
の
高
い
と
こ

ろ
で
は
高
く
な

っ
て
い
る
こ
と
は
、
言
語
能
力
の
低
い
夫
は
夫
婦
間
の
摩
擦
や

ス
ト
レ
ス
を
自
分
の
言
語
能
力
の
不
足
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
が
ち



な
の
で
、
か
え

っ
て
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
さ
を
見
落
と
し
て
し

ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
物
事
が
う
ま

く
行
か
な
く
な
っ
た
ら
、
す
べ
て
の
理
由

を
自
分
の
言
語
能
力

の
不
足
に
す
る
可
能
性
が
高

い
の
で
、
言
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
認
識
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
ρ
そ
し
て
、

言
葉
で
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
、
言
い
た
い
こ
と
を
十
分
に
表
せ
な
い
の
で

行
動
で
そ
れ
を
表
そ
う
と
す
る
。
以

上
の
理
由
か
ら
言
語
能
力
の
低

い
夫
は
言

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
認
識
が
低

い
と
考

え
ら
れ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
摩
擦
は
言
語
能
力
に
影
響
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
摩
擦
は
言
語
能
力
よ
り
、
む
し
ろ
文
化
的
な
要
素
に
大

き
く
影
響
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
予
想
さ
れ
る
。
国
際
結
婚
夫
婦
に
は

文
化
に
よ
る
摩
擦
が
伴
う
こ
と
が
多

い
と
、
ボ
ス
バ
ー
グ

(
一
九
八
九
)、
シ
タ

ラ
ム

(
一
九
八
五
)
、
佐
藤

(
一
九
入
九
)
、
新
田

(
一
九
九
二
)
な
ど
の
多
く

の
研
究
で
も
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

4

ま
と
め

本
稿
で
は
国
際
結
婚
夫
婦
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
を
因
子
分
析
に

よ

っ
て
分
析
し
、
夫
と
妻

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
の
異
同
を
明
ら
か

に
し
、
国
際
結
婚
家
庭
の
夫
婦
の
夫
婦
間

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
全
体
像
を

読
み
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
研
究

で
の
国
際
結
婚
夫
婦
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
実
態
と
し
て
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
率
直
で
あ
る
こ
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
量
と
質
及
び
言
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ツ
へ
の
認
識
が
高
く
、
文
化
的
な

違

い
か
ら
生
じ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
摩
擦
が
少
な

い
こ
と
な
ど
が
本
研

究
で
明
ら
か
に
な

っ
た
。
そ
し
て
夫
と
妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
造
が
異

な

っ
た
側
面
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な

っ
た
。
夫
婦
間

に
共
通
し
た
側
面
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
摩
擦
で
あ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
率
直
さ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
に
関
し
て
は
夫
と
妻

が
そ
れ
ぞ
れ
の
回
答
で
独
立
し
た
因
子
を
構
成
し
て
い
た
。
更
に
妻
側
に
は

コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と
質
因
子
が
存
在
し
、
夫
に
は
言
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
認
識
因
子
が
存
在
し
て
い
た
。
最
後
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
情
緒
的
効
果
因
子
に
関
し
て
は
、
夫
と
妻
の
間
に
差
が
存
在
し
、
妻
よ
り
夫

の
ほ
う
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
が
高
い
と
い
う
結
果
が
得
ら

れ
た
。

国
際
結
婚
家
庭
の
夫
婦
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
言
語
能
力
に
影
響
さ
れ

る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
た
め
に
、

一
元
配
置
の
分
散
分
析
を
行

っ
た
。
夫
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
は
妻
の
言
語
能
力
に
影
響
さ
れ
、
妻
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
と
質
は
夫
の
言
語
能
力
に
影
響
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

夫
の
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
認
識
は
夫
自
身
の
言
語
能
力
に
影
響
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
情
緒
的
効
果
は
妻
自
身

の
言
語
能
力
と
夫

の
言
語
能
力
に
よ

っ
て
異
な
り
、

妻
自
身
と
夫
の
言
語
能
力
の
高

い
と
こ
ろ
で
は
、
妻
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
情
緒
的
効
果
が
高
か
っ
た
。
最
後
に
、
妻
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直

さ
、
夫
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

摩
擦
は
夫
婦
の
言
語
能
力
に
影
響
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ

た
。

国際結婚夫婦のコミュニケーションにおける言語能力の役割435



国
際
結
婚
家
庭
に
お
け
る
夫
婦
間

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
因
子
の
う
ち
、

言
語
能
力
に
影
響
さ
れ
る
側
面
と
影
響
さ
れ
な

い
側
面
が
存
在
し
、
影
響
さ
れ

る
側
面
は
言
語
能
力
に
よ

っ
て
ど

の
よ
う
に
異
な

っ
た
か
を
本
研
究
で
分
析
し

た
が
、
言
語
能
力
に
影
響
さ
れ
な

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
、
例
え
ば
、

妻

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
率
直
さ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
摩
擦
、
又

は
夫
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
緒
的
効
果
と

い
う
よ
う
な
側
面
は
ど
の
よ

う
な
文
化
的
、
社
会
的
要
因
に
影
響
さ
れ
る
か
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
と
同
時
に
、
言
語
能
力
に
影
響
さ
れ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
側
面
に
お
い

て
も
、
言
語
能
力
以
外
に
ど
の
よ
う
な
文
化
的
要
因
と
社
会
的
要
因
に
影
響
さ

れ
る
か
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

丁 注

 

(2
)

一
九
七
九
年

に
設
立
し
、
最

初
は
外
国
人
夫
を
持

つ
日
本
人
妻

の
会

で
あ

っ

た
が
、
現
在

で
は
国
際
結
婚
当
事

者
は
も
ち

ろ
ん
、

一
般

の
市
民

で
も
会
員

に
な
れ

る
。

活
動
内
容

で
あ

る
が
国
際
結
婚
家
族

の
住
み
や
す

い
生
活
環
境

作
り

や
国
際

理
解
を
目
指

し
、
現
在
東
京

・
名
古

屋

・
京

都

・
大
阪

・
福
岡

と

い
う

五

つ
の
部
会

ご
と

に
、
月

一
回

の
集
会

や
会

報
を

メ
イ

ン
に
活
動
を

し
て

い
る
。
会
員
は

日
本
全
国
及
び
海
外
ま

で
分
布
し
て

い
る
。

筆
者

の
調
査

デ
ー
タ

に
よ

る
と
、

こ

の
四
タ
イ
プ

の
夫
婦

の
使
う

言
葉
や

コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

の
様
式

に
異

な

っ
た
特
徴
が
見

ら
れ

、
更
に
外
国
人
側

配
偶

者

の
出
身

は
欧

米
人

で
あ

る
か
、
そ
れ
と
も

ア
ジ
ア
人
で
あ

る
か
に
よ

っ
て
、
周
り

の
社
会

が
国
際
結
婚
家

庭

へ
の
寛
容
度

が
異

な
る
と

い
う
先
行

研
究

(竹
下
、

一
九

九
七
)
も
あ

る
の
で
、
本
研
究

で
は
外

国
人

側
配
偶
者

の
国
籍

を
欧
米
と

ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ

・
南
米
に
分
け

て
分
析
す

る
こ
と
に

(3
)

(4
)

(5
)

し
た
。
ま
た
、
欧
米

の
中
に
は
カ
ナ
ダ

・
オ

ー
ス
ト
ラ
リ

ア

・
ニ
ュ
ー
ジ
i

364

ラ
ン
ド
も
含
む
。

厚
生
省
大
臣
官
房
統
計

調
査

部
が
編
成
し
た

一
九
九

七
年

度

『人

口
動
態
統

計
』

(財

団
法
人
厚
生
統
計
協
会
)

の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
日
本
人
美

・
欧
米

人
妻

の
夫
婦
が
国
際
結
婚

に
占

め
る
割
合
が
夫

日
本

人

・
妻

ア
ジ

ア

・
ア
フ

リ
カ

・
南
米
人

の
夫
婦

、
失

日
本
人

・
妻
欧
米
人
夫
婦

、
妻

日
本
人

・
夫

ア

ジ
ア

・
ア
フ
リ

カ

・
南
米
人
夫

婦
、
妻
日
本
人

・
夫

欧
米

人
夫
婦
と

い
う

四

タ
イ
プ

の
夫
婦

の
う
ち
、
最
も
低

い
。
更
に
筆
者

が
行

っ
た
調
査
は

「
国
際

結

婚
を
考
え

る
会
」
、
大

阪
府
国

際
交

流

セ
ン
タ
ー
、

日
本
語
教

室

の
会

員

(又
は
メ
ン
バ
ー
)
と
そ

の
配
偶
者
を
対
象

と
し
た
の
で
、
こ
の
よ
う

な
団
体

に
所

属
し
て

い
な

い
と
、
調
査

対
象

者
と
さ
れ
な

い
制
限

が
あ
る

こ
と
を

お

断
り
し
た

い
。

「明
確

・
夫
」
は

「
明
確
」

と

い
う
質

問
項

目
に
関
す

る
夫

の
回
答

で
あ

る
。

「
・
夫
」

は
夫

の
回
答

で
あ

る
こ
と
を
表

し
て

い
る
。

「明

確

・
妻
」
は

「
明

確
」
と

い
う
質
問
項
目
に
関
す

る
妻

の
回
答

で
あ

る
。

「
・
妻
」
は
妻

の
回
答

で
あ
る

こ
と
を
表

し
て

い
る
。

こ
の
調
査

の
デ
ー
タ
に
よ
る
と

、
「あ

な
た

は
御
主
人

(又
は
奥
さ

ん
)
と
会

話
を
す

る
と
き

、
ど

の
よ
う

に
し
て
自

分
の
考
え
や
意
志
を
伝

え

て
い
ま
す

か
」
と

い
う
質
問
に
対
し
て
、
「言
葉

で
明
確

に
表
現
す

る
」
と
答
え
た
人

は

夫
と
妻
を
合
わ
せ
る
と

一
六

一
人

、
コ
言
葉
以
外

の
態
度

や
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
で

は

っ
き
り
と
表

現
す

る
」

三
四
人
、

「遠

回
し
の
言
葉
や
態
度

で
表
現
す

る
」

一
七
人
、
「
表
現
し
な

い
」

二
人
、

「そ

の
他
」
四
人
と

い
う
割
合

で
、

「言
葉

で
明
確

に
表
現

す
る
」

と
答

え
た
人
は

圧
倒

的
に
多

い
。
な

お
、
こ

の
結
果

は
複
数
回
答

に
よ

る
も

の
で
あ
る
。
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The Role of Language Proficiency in the Communication Structure 

             of Intercultural Married Couples 

                         Lipin SHI 

   The aim of this paper is to investigate the communication structure between partners in 

intercultural marriages, and therefore to clarify the effect of language proficiency on the couples' 

communication. Although communication is one of the most important elements in intercultural 

marriages, the research on this subject is far from complete. Based on this consideration, a survey was 

conducted by the author in 1997 and some of the results are presented in this paper. According to the 

factor analyses, 7 factors have been found: (1) the husbands' communicative straightforwardness; (2) 

the wives' communicative straightforwardness; (3) the communication conflict; (4) the emotional effect 

of the husbands' expression; (5) the quantity and quality of wives' expression; (6) the husbands' 

consciousness of verbal communication; and (7) the emotional effect of wives' expression. As indicated 

by the ANOVA (analysis of variance), the language proficiency is the key issue in determining the 

husbands' communicative straightforwardness, the quantity and quality of wives' expression, the 

husbands' consciousness of verbal communication, and the emotional effect of wives' expression. 
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   intercultural marriage, communication, language proficiency, conflict, understanding and 
empathy. 
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